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・裸黒穂病などの病害発生防止のため、麦の種子更新・種子消毒を実施しましょう
・大麦の播種適期は、10/10～10/20としていますが、最新の天気予報を確認し、降雨の影響を避けて播種を行う
ことを第一とし、湿潤な圃場に無理やり播種することは避けましょう。

・福井県産そばを一粒でも多く確保するため、今一度、そば圃場の巡回や排水溝の手直しを実施しましょう。
（福井県では、現在、8年産秋そばについて出荷量に応じた支援事業予算案を議会に上程しています）

・水田畦畔等に帰化アサガオが確認される場合は、圃場への侵入を避けるため、刈取りによる除去を実施
しましょう。残渣は、放置すると結実する恐れがあるので、その場に放置せず、適切に処理しましょう。

［ 帰化アサガオ ］

県内で代表的な帰化アサガオ（マルバルコウ）

そばに混入すると、
選別が非常に困難な
マルバルコウの種子

福井県 帰化アサガオ マニュアル

詳しい帰化アサガオの生態や、畦畔の対策は
「畦畔の帰化アサガオ類対応マニュアル」を参照。

［麦耕起～播種時の留意点］

□ 適切な土壌水分条件（20～40％）を確保する
（圃場の土を手で握って連なってこない程度）

□ 砕土率（直径2cm以下の土塊の割合）を
60％以上を確保する。

□ 耕深は、15cm程度を確保する
□ 播種深度は3cmを基本とする
□ 耕起と播種は同時に実施し、耕起～播種間は、

雨に遭わせない。

播種に適した土壌条件
になる予測※

※実際の播種時期は、直近の天候、実際の土壌条件を考慮し、決定してください


	スライド 1

